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11月
広
報つわの

9 月 23、24 日、今年で２回目となる自然の循環

を考える環境イベントSEA TO SUMMIT 高津川

が開催されました。23日は、環境講演会やシンポ

ジウムなどが道の駅シルクウェイにちはらで開催さ

れ、24 日の大会では、昨年と同様に海抜０m の高

津川河口から標高 1,263m の安蔵寺山の山頂をカ

ヤック・自転車・登山で目指しました。

参加した人たちは、清流日本一に返り咲いた高

津川やその周辺の自然を感じながら気持ちのよい汗

を流していました。（写真提供㈱モンベル）
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ま
ち
な
か
再
生
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
ス
タ
ー
ト
！

町家（空家・空きスペース等）を有効利用して景観
を守り、観光客の滞留・定住者の増加を促します。

事業に関するお問合せ先
役場商工観光課 ☎ 72-0652

津
和
野
町
で
は
、
空
き

家
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
改

修
す
る
こ
と
で
、
魅
力
的

な
観
光
素
材
や
公
的
な
施

設
を
整
備
し
、
ま
ち
な
か

の
活
性
化
を
図
る
計
画
づ

く
り
を
、
地
域
総
合
整
備

財
団
の
助
成
を
受
け
て
、

平
成
23
年
度
末
ま
で
行
な

い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
一
定
の

基
準
に
よ
り
残
す
べ
き
町

家
や
景
観
の
建
物
改
修
・

修
景
工
事
も
見
据
え
た
具

体
的
な
計
画
で
、
国
の
有

利
な
事
業
を
導
入
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

な
お
、
事
業
の
趣
旨
か

ら
も
協
議
の
う
え
、
対
象

と
な
っ
た
建
物
は
所
有
者

の
権
利
・
使
用
に
つ
い
て

は
制
限
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
維

持
で
き
ず
老
朽
化
し
て
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
っ
た
り
、

貴
重
な
町
家
が
空
き
地
に

な
り
町
並
み
が
守
れ
な
い

場
合
等
に
は
、
有
効
な
対

策
と
い
え
ま
す
。

町
で
は
歴
史
・
文
化
に

も
と
づ
い
た
様
々
な
計
画

や
事
業
と
も
擦
り
合
わ
せ

し
、
同
じ
方
向
性
を
も
っ

て
取
り
組
む
べ
く
調
整
を

し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に

お
い
て
も
伝
統
文
化
活
性

化
協
議
会
や
町
観
光
協

会
、
町
商
工
会
、
旅
館
組

合
他
と
も
連
携
し
て
計

画
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。当

面
は
津
和
野
地
区
を

中
心
に
計
画
づ
く
り
を
進

め
ま
す
が
、
観
光
客
の
滞

在
時
間
の
延
長
等
に
は
日

原
地
区
と
の
連
動
が
必
要

な
た
め
、
将
来
的
に
日
原

地
区
の
整
備
も
検
討
し
て

い
ま
す
。
10
月
か
ら
ま
ち
4

4

歩
き
や
意
見
交
換
な
ど
の

ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
調
査
、

ふ
る
さ
と
地
域
総
合
整
備

財
団
、
専
門
委
員
会
の
町

内
開
催
な
ど
様
々
な
作
業

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

津
和
野
高
校
の
今

町
・県
か
ら
の
支
援 

～
養
老
館
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

町
か
ら
津
和
野
高
校
に
対
す

る
本
格
的
な
支
援
が
昨
年
度
か

ら
始
ま
り
、
町
教
育
委
員
会
内

に
高
校
支
援
係
が
、
ま
た
後
援

会
に
対
す
る
予
算
的
な
措
置
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
島
根
県
よ
り
今
年
度

か
ら
３
年
間
「
離
島
・
中
山
間
地

域
の
高
校
魅
力
化
・
活
性
化
事

業
」
と
し
て
支
援
を
受
け
て
、
津

高
で
も
、「
養
老
館
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
以
下
の

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

魅
力
向
上
と
活
性
化

津
高
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、

学
校
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
以
下
の
２
つ
に
取
り
組
み
ま

す
。

（
一
）
生
徒
の
学
力
を
高
め
て
、
進

路
希
望
を
実
現
。
そ
の
一
方

で
、
学
校
行
事
や
部
活
動

な
ど
で
、
よ
り
一
層
地
域
と

の
連
携
を
深
め
る
取
り
組

み
を
行
い
、
生
徒
の
人
間
性

を
高
め
る
。

（
二
）
遠
方
か
ら
の
入
学
希
望
者

の
た
め
に
寮
を
中
心
と
し
た

施
設
・
設
備
な
ど
を
充
実

さ
せ
る
。

「
学
」「
交
」「
育
」
が
柱

津
和
野
で
学
ぶ
こ
と
を
よ
い
機

会
と
し
、
ま
ち
の
歴
史
を
学
び
、

先
人
が
歩
ん
だ「
み
ち
」を
学
び
、

自
ら
の
糧
と
す
る「
学ま
な
ぶ」を

得
る
。

部
活
な
ど
へ
の
参
加
、
他
校
や

姉
妹
都
市
と
の
交
流
を
通
し
、
広

く
、
国
際
的
な
視
野
を
広
め
な

が
ら
異
文
化
と
の「
交
ま
じ
わ
る」を
得
る
。

教
職
員
及
び
生
徒
を
含
め
た

「
人
」
の
育
成
を
行
う
。
小
中
高

が
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

む
こ
と
に
よ
り
教
師
の
授
業
力
向

上
を
進
め
る
。
ま
た
、
他
校
を
知

る
活
動
を
通
じ
て
生
徒
の
質
を
高

め
る
「
育
そ
だ
て
る」

を
得
る
。

こ
れ
ら
を
柱
と
し
て
、
学
習
支

援
や
ふ
る
さ
と
講
座
な
ど
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
事
業
を
活
用
し
、

津
和
野
高
校
の
魅
力
化
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

各生産部会員
農業者など

各生産者 地産地消推進コーディネーター

津和野町地産地消推進コーディネーター設置モデル事業

事業に関するお問合せ・連絡先
農林課（72-0653）又は地産地消推進コーディネーター大羽（090-7137-0271）

旅館、レストランなど

町内各事業者

直売所

情報交換の場づくり、ニーズ調査、農
産物の生産拡大・販売、効率の良い出

荷体制の構築

地域食材を使ったアイテム（商品、メニュー）
の開発、儲かる直売所づくりなど

顧客満足の向上 所得の向上 食育を通じた
地域貢献

さらに…

今年度から町が取り組むこのモデル事業は、町内で野菜など

を作られ活躍されている生産者の方と、直売所やレストラン・

旅館業などの事業者の方の間に立ち、より両者の利便性を

高める情報共有化を図る様々な取り組みを通じて、両者の橋

渡し的な役割を担うことを目的としています。
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▼ ▼

▼ ▼

保険料は、社会保険控除の対象になります
国民年金からのお知らせ

知識や経験のない人は乗らないで
CO2排出権取引のもうけ話

買い物にはマイバックを持参しましょう
家庭からできる地球温暖化対策

あなたの手話を役立てませんか？
津和野町手話奉仕員登録推薦試験のお知らせ

健康保険課☎ 72-0651
浜田年金事務所☎ 0855-22-0670

島根県消費者センター石見地区相談室
☎ 0856-23-3657

益田市障害者福祉センター
あゆみの里

☎ 0856-31-5100
津和野町環境パートナーシップ会議

（環境生活課）☎ 72-0309

国
民
年
金
保
険
料
は
、

納
付
し
た
全
額
が
所

得
税
・
町
村
税
等
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。申

告
で
き
る
金
額
は
、
年

間
に
納
付
し
た
社
会
保
険
料

の
金
額
（
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
た
金
額
も
該
当
し
ま

す
）
で
す
。
な
お
、
給
与
か

ら
天
引
き
さ
れ
た
社
会
保
険

料
（
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

保
険
な
ど
）
は
、
事
業
所
で

一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の

で
、
ご
自
身
が
申
告
書
に
記

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。事

業
所
が
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
ご
自
身
が
納

付
し
た
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
）

を
申
告
書
に
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

毎
年
11
月
初
旬
に
送
付

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
1
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明

す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

投
資
に
興
味
は
な
い

か
。
原
発
事
故
で
電

力
が
不
足
し
、
こ
れ
か
ら
火

力
発
電
が
中
心
に
な
る
。
そ

う
す
る
と
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
の
排
出
が
増
え
る
の

で
、
排
出
権
取
引
が
増
え
、

そ
の
価
格
が
伸
び
て
く
る
。

と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
権
取
引
に

関
す
る
も
う
け
話
の
勧
誘
を

受
け
た
。
と
い
っ
た
相
談
が

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。今

年
に
入
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
権
の
も
う
け
話
に
関
す
る

相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

業
者
の
資
料
な
ど
に
よ
る

と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
権
そ
の
も
の

を
取
引
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
権
の
Ｃ
Ｆ

Ｄ
（
差さ
き
ん
け
っ
さ
い

金
決
済
）
取
引
を
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
が
預
け
た

益
田
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
よ
り
津
和
野

町
へ
津
和
野
町
手
話
奉
仕
員

と
し
て
推
薦
す
る
た
め
の
試

験
を
行
い
ま
す
。

１
．
受
験
資
格

①
～
③
全
て
に
該
当
す
る
方

①
津
和
野
町
民

②
手
話
奉
仕
員
養
成
講

習
会
の
修
了
生

③
津
和
野
町
に
登
録
を

希
望
す
る
方

２
．
内
容

聴
覚
障
が
い
や
聴
覚
障
が

い
者
の
生
活
及
び
福
祉
制

度
の
知
識
、
日
常
会
話
を

行
う
に
必
要
な
手
話
語
彙

及
び
表
現
技
術

３
．
日
時

平
成
23
年
12
月
10
日(

土)

9
時
30
分
～
12
時
00
分

（
集
合:

午
前
9
時
厳
守
）

が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
毎

年
11
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

証
明
内
容
は
今
年
1
月
か

ら
10
月
1
日
ま
で
に
納
付
さ

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額

と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で

す
。
証
明
書
を
失
く
し
て
し

ま
っ
た
方
は
再
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
中
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
の

に
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い

方
は
、
日
本
年
金
機
構
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

を
進
め
る
た
め
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消

費
の
み
な
ら
ず
生
活
用
品
の

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
な
ど

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

と
り
わ
け
レ
ジ
袋
は
身
近

で
便
利
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
大
量
に
使
用
さ
れ
る
反

面
、
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
な

く
廃
棄
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。

レ
ジ
袋
は
、
日
本
国
内
で

年
間
約
３
１
３
億
枚
使
用
さ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
民
一
人
当
た
り
に
す

る
と
年
間
約
２
６
０
枚
（
石

油
に
換
算
す
る
と
４
．
８

ℓ
）
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
津
和
野
町
に
お
き
か
え
て

み
ま
す
と
、
約
２
２
２
万
枚

（
石
油
ド
ラ
ム
缶
約
２
０
３

本
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
約

12
万
８
千
７
６
０
kg
）
も
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
大
部
分
が

ご
み
と
な
っ
て
排
出
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。

石
油
か
ら
出
来
て
い
る
レ

多
重
債
務
対
策 

特
別
無
料
相
談
会 

と
こ
ろ
▼	

11
月
13
日
（
日
）
島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
松
江
） 隠
岐
島
文
化
会
館
（
隠
岐
の
島
町
）

	

12
月
11
日
（
日
）
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲
（
出
雲
） 石
央
文
化
ホ
ー
ル
（
浜
田
市
）

と
き
▼	

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
要
予
約
☎
０
８
５
２
―
３
２
―
５
９
１
６
）

弁
護
士
・
司
法
書
士
が
無
料
で
面
接
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

問
合
せ
先:

消
費
と
く
ら
し
の
安
全
室
（
℡:

０
８
５
２-

２
２-

５
１
０
３
）

主催 : 島根県弁護士会・島
根県司法書士会・島根県

ジ
袋
を
削
減
す
る
こ
と
は
、

限
り
あ
る
石
油
資
源
の
保

全
、
ま
た
、
レ
ジ
袋
を
製
造

す
る
と
き
に
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
地
球

温
暖
化
防
止
の
効
果
、
さ
ら

に
は
、
家
庭
ご
み
の
排
出
抑

制
に
も
つ
な
が
る
、
環
境
に

や
さ
し
い
と
て
も
進
ん
だ
行

動
な
の
で
す
。

レ
ジ
袋
の
削
減
は
、
一
人

ひ
と
り
の
意
識
の
改
革
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
買
い
物
に
行
く

と
き
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
て
レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
自
分
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
何
で

も
使
い
捨
て
に
し
て
し
ま
う

生
活
を
止
め
、
家
庭
ご
み
の

排
出
抑
制
（Reduce

）
に

繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
金
の
何
十
倍
も
の
取
引
を

行
な
う
た
め
多
く
の
損
害
を

被
る
こ
と
も
あ
る
ハ
イ
リ
ス

ク
な
取
引
で
、
プ
ロ
の
投
資

家
に
と
っ
て
も
複
雑
な
も
の

で
、
知
識
や
経
験
も
な
い
一

般
の
消
費
者
は
手
を
出
さ
な

い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

訪
問
業
者
の
話
を
聞
く
う

ち
に
、
親
切
に
さ
れ
る
な
ど

し
て
断
れ
な
く
な
り
契
約
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
取
引
す
る
つ
も
り
が
な

け
れ
ば
ハ
ッ
キ
リ
断
り
ま

し
ょ
う
。

津
和
野
共
存
病
院
で
出
前
講
座
が
ス
タ
ー
ト

飯
島
副
院
長
ら
に
よ
る
生
活
習
慣
病
、
認
知
症
、
脳
卒
中
等
に
関
す
る

講
座
を
行
な
い
ま
す
。
日
程
調
整
は
健
康
保
険
課

で
行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ:

健
康
保
険
課
（
☎
74
ー
０
６
５
１
）

４
．
会
場

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

５
．
申
し
込
み
方
法

あ
ゆ
み
の
里
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
用

紙
を
お
送
り
し
ま
す
。
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
．
締
切
期
日

12
月
５
日
（
月
）

（
期
日
を
守
っ
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。）

７
．
そ
の
他

・
筆
記
用
具
を
準
備
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
ま
れ
た
方
は
試
験

当
日
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
集
合
時
刻
に
遅
れ
た
方

は
、受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

申
込
・
お
問
合
せ
は
あ
ゆ

み
の
里
ま
で

▼
▼

お金は大事に…

出来ることからはじめよう

ハッキリとした意思表示が大切です。
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▼ ▼

▼ ▼

総務財政課☎74-0028
島根県雇用政策課☎ 0852-22-6557
島根県労働委員会☎ 0852-22-5450

消費とくらしの相談室☎ 0852-22-5103

「防災」を一緒に考えませんか
防災研修会のご案内

雇用のトラブル、まず相談
ご存知ですか？労働委員会

その「もうけ話」、大丈夫ですか？
投資詐欺被害相談が深刻化しています！

近
年
、
想
定
を
超
え
る

自
然
災
害
が
各
地
で

発
生
し
、
想
像
を
超
え
た
被

害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
、
住
民
の
「
自

助
」
や
「
共
助
」
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

津
和
野
町
で
は
、
地
域
の

防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
た

研
修
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
各
地
の
地
図
を
囲
み
災

い
と
防
災
を
考
え
る
機
会
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
に
関
心
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
研
修
会
の
観
覧
や

一
方
的
に
解
雇
す
る
と

言
わ
れ
た
、
有
給
休

暇
が
な
い
、
残
業
し
て
い
る

の
に
手
当
を
払
っ
て
も
ら
え

な
い
な
ど
の
労
使
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
相
談
、

あ
っ
せ
ん
に
よ
り
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

◎
労
働
相
談

ま
ず
、
島
根
県
雇
用
政
策

課
で
、
労
働
相
談
員
が
労
働

に
関
す
る
諸
問
題
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
労
働
者
個
人
と
使
用

者
と
の
間
の
個
別
労
働
関
係

紛
争
に
係
る
も
の
は
、
島
根

県
労
働
委
員
会
を
紹
介
し
ま

す
。▼

相
談
日

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

8
時
半
～
17
時
15
分

（
面
談
・
電
話
）

※
Ｅ
メ
ー
ル
（
雇
用
政
策
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
）

に
よ
る
相
談
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◎
あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん
と
は
、
あ
っ
せ

ん
員
（
労
働
委
員
会
の
公
益

未
公
開
株
・
社
債
・
鉱

物
権
利
な
ど
の
販
売

と
称
し
、
架
空
も
し
く
は
価

値
の
な
い
も
の
を
売
り
つ
け

て
多
額
の
お
金
を
だ
ま
し
取

る
投
資
詐
欺
。
県
消
費
者
セ

ン
タ
ー
が
受
け
た
相
談
か
ら

投
資
詐
欺
被
害
が
疑
わ
れ

る
事
例
の
「
被
害
額
」
を

計
算
し
た
と
こ
ろ
、
平
成

22
年
度
１
年
間
で
お
よ
そ

１
億
２
千
万
円
で
し
た
。

こ
れ
が
今
年
度
に
入
る
と

４
月
か
ら
７
月
の
４
ヶ
月
間

で
既
に
１
億
２
千
万
円
を
超

え
、
昨
年
度
の
３
倍
の
ペ
ー

ス
で
急
増
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
主
な
要
因
は
１

件
当
た
り
被
害
額
の
増
加

で
、
相
手
の
求
め
る
ま
ま
に

資
産
の
ほ
と
ん
ど
を
振
り
込

ん
で
し
ま
う
深
刻
な
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

投
資
詐
欺
は
「
劇
場
型
」

の
形
を
取
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
人
物

が
互
い
に
無
関
係
を
装
い
な

が
ら
裏
で
グ
ル
に
な
っ
て
、

無
価
値
な
商
品
を
価
値
あ
る

も
の
の
よ
う
に
思
わ
せ
て
売

り
つ
け
る
、
そ
れ
が
ま
る
で

防災研修会
場所：	日原山村開発センター　大ホール
日時：	平成 23 年 11 月7日（月）
	 午前10時～（受付開始 : 午前 9時 30 分）
内容：	防災に関する講演や、地図上で危険箇

所や避難所の確認など（図上訓練）
指導：	山口大学大学院　瀧本浩一准 教授
	 NPO 法人ぼうぼうネット
申込：	津和野・小川・木部・畑迫・左鐙・日原・

須川・青原の各地域公民館および役場
総務財政課まで

主催：	高津川・益田川流域会議・津和野町

自主防災組織の情報班をや
ってくれと言われたが、何を
どうしたらいいのかな？

自分ひとりでは、荷が重い！
誰かいないかな？

河川の越流をふせぐのに土
袋がいっぱいいる。自主防災
組織と連携できないかな？

お年寄りや子ども達の
避難をどうしたらいい
のかな？

人権・同和問題講演会
日原中学校人権集会　

【講師】辻本 一英 さん

（芝原生活文化研究所代表）

【内容】講演と人形芝居の

実演（上演：阿波木偶箱廻

しを復活する会）

【日時】12 月 3 日（土）　

10：20 ～ 11：50

【場所】日原中学校　

同日開催の日原中学校　人権集会公開授業（午前 9：

15 ～ 10：05）もぜひご見学下さい。

【主催】津和野町立日原中学校、津和野町人権・同

和対策推進協議会

「
指
名
定
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を
！
」

警
察
で
は
、
11
月
中
、
全
国
警
察
の
総
力

を
挙
げ
て
氏
名
手
配
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に

向
け
た
追
跡
調
査
を
強
化
し
ま
す
。

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
む
け
た

捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛

け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

津
和
野
警
察
署

電
話:

７
２-

０
１
１
０

公
聴
は
自
由
で

す
が
、
研
修
会

へ
の
参
加
に
は

申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま

す
。

委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用

者
委
員
か
ら
原
則
１
名
ず

つ
）
が
当
事
者
双
方
の
主
張

を
確
か
め
、
解
決
に
結
び
付

く
合
意
点
を
探
り
、
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
（
あ
っ
せ
ん
で
当

事
者
が
直
接
話
し
合
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
利
用
で
き
る
人

県
内
の
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
、
ま
た
は
雇
用
さ

れ
て
い
た
労
働
者
個
人
及
び

県
内
の
事
業
所
の
使
用
者

10
月
を
「
個
別
労
働
関
係

紛
争
処
理
制
度
周
知
月
間
」

と
し
て
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
全
国
の
労
働
委

員
会
が
共
同
で
集
中
的
に
制

度
の
利
用
を
呼
び
か
け
ま

す
。
お
問
合
せ
は
、
島
根
県

雇
用
政
策
課
ま
た
は
島
根
県

労
働
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

‐入場は無料です-

『幸せを運んだ人形まわし』

舞
台
劇
の
よ
う
な
の
で
「
劇

場
型
詐
欺
」
と
呼
び
ま
す
。

時
に
は
役
場
の
職
員
を
名

乗
っ
て
「
そ
の
証
券
は
安
全

で
す
よ
」
と
保
証
し
て
み
せ

た
り
、「
投
資
し
て
く
れ
れ

ば
震
災
復
興
に
役
立
つ
ん
で

す
」
な
ん
て
人
の
善
意
に
つ

け
込
ん
だ
悪
質
な
勧
誘
も
あ

る
よ
う
で
す
。

投
資
は
自
己
責
任
が
大
原

則
、
だ
か
ら
こ
そ
ア
ヤ
シ
イ

投
資
話
に
は
耳
を
貸
さ
な
い

こ
と
が
一
番
で
す
。

け
れ
ど
も
悪
い
奴
ほ
ど
言

葉
巧
み
に
近
づ
い
て
く
る
も

の
、
誰
も
が
被
害
者
に
な
り

得
ま
す
。
一
方
、
被
害
を
受

け
て
も
色
々
な
理
由
で
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
い
る
「
隠

れ
た
被
害
」
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
で
も
泣
き
寝
入
り
は
詐

欺
師
を
喜
ば
せ
る
だ
け
。

「
ど
う
も
怪
し
い
話
だ
な
」

「
も
し
か
し
た
ら
欺
さ
れ
た

か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
た
め

ら
わ
ず
、
役
場
の
消
費
相
談

窓
口
、
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
警
察
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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減額認定証を利用したときの必要となる医療費の限度額

区分 自己負担限度額（世帯）
入院 + 外来 食事代外来

（個人ご
と）

現役並み所得者
（３割負担の方）

44,400
円

80,100 円 +（医療費
-267,000 円）× 0.01

または
44,400 円（※）

260 円

１割負
担の方

一般 12,000
円 44,400 円 260 円

低所得者 
（住民税
非課税）

低所得Ⅱ 8,000 円 24,600 円

210 円
または

1 6 0 円
（※）

低所得Ⅰ 15,000 円 100 円
※この金額は、多数該当（過去 12 ヶ月に 3 回以上高額療養費の支給を受け 4 回目の支給に該当）の
場合の限度額です。

□減額認定証とは
正式には「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」と呼びます。
この認定証を病院などの医療機関にかかるとき窓口等に提示すると、入院や外来
時の医療費や入院時の食事代などの費用の軽減を受けられるようになります。

□認定を受けられる対象者
対象となる方の条件は以下の通りです
①後期高齢者医療制度に加入している
②認定をうける本人の世帯が、住民税非課税世帯であること
本人が住民税非課税でも、家族（夫や子など）が住民税課税で、同じ世帯である
場合は対象とはならないので注意して下さい。

後期高齢者医療制度に加入されている方へ

を活用して、かしこく医療費を支払いましょう

問合せ先：健康保険課☎ 72-0651

国
内
で
１
年
間
に
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２
の
約
20
％
は
自
動
車
交
通

に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
今
後
も

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
抑
制
す
る

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
て

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
取
り
組
も
う
！

エコドライブ 10ヵ条
１．不要なアイドリングはやめましょう

１分間で約 28cc、10 分間なら約 0.3L 浪費します。駐車時には確実に
エンジンを止めるよう心がけましょう

２．タイヤの空気圧をチェックしましょう
空気圧の不足は走行抵抗を増加させます。空気圧が不足した場合２～
４％程度燃費が悪化します

３．不要な荷物を降ろしましょう
30㎏の不要な荷物を載せて1000km走ると、約１Lの余分な燃料が必
要になります。

４．暖機運転は適切に
現在のガソリン乗用車は、寒冷地や冬季以外では暖機不要です。5分
間暖機すると160ccの浪費になります。

５．急発進、急加速はやめましょう
急発進をすれば11％程度の燃料を消費、「ふんわりアクセル Eスタート」を

６．車間距離は余裕を持って
加速減速を繰り返す走り方をすると2～４％程度燃費が悪化します。車
間距離を十分に取り、速度を一定に保つ走行にこころがけましょう。

７．エンジンブレーキを積極的に使いましょう
エンジンブレーキを使うと、２%程度燃費が改善されます。坂道を下る
時にはエンジンブレーキを活用しましょう。

８．駐車場はよく考えて
交通の妨げになる場所への駐車は交通渋滞をもたらし、余分な排出ガ
スを生じさせます。また、交通事故の原因にもなります。

９．エアコンの使用を控えめに
エアコンの使用はエンジンに負荷をかけます。外気温25℃の時にエア
コンを24℃に設定使用すると12％程度燃費が悪化します。

10. 計画的にドライブしましょう
道に迷い10分余計に走行すると14％程度の燃費悪化に相当します。
行き先及び走行ルートをあらかじめ計画しましょう。

・近くのスーパー等には、自転車かウォーキングを兼ねて徒歩で買い物に！

・車の買い換え時には、燃費の良いエコカーに！（エコカー減税も有利）

・月に 2 回程度はノーマイカー通勤、公共交通の利用や自転車通勤で！
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Stepup

減額認定証

無駄な荷物を積んでませんか？適正な車間距離を保ちましょう“急”な運転を控え、安全に



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　情報戦略係☎74-0092
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山口国体へ出場！
９月22日に役場で津和野町激励金交付式が行われました。
この日は、10 月１日から 11 日にかけて山口県で開催さ

れた第 66 回国民体育大会 山口大会に島根県代表として弓道
競技に出場した斎藤美恵さん（枕瀬）へ下森町長から激励の
メッセージが送られました。

弓道競技では町内から 20 年ぶりの出場となり、10 月２
日から５日にかけて行なわれた弓道部門の試合では、惜しく
も決勝トーナメント出場を逃したものの全国のライバルを相
手に、一歩もゆずらない素晴らしい勝負をしてくれました。

つわの暮らしは、いかがですか？
９月 17 日から 19 日にかけて津和野町への移住してもら

おうと「つわの暮らし・農業体感バスツアー」があり、全国
から集まった 21 名が参加しました。

参加した皆さんは主催の「つわの暮らし・農業体感バスツ
アー実行委員会」による案内のもと、町内の農家などを訪問
したり、実際に U・I ターンをした方の体験談を聞くなどを
しながら、津和野への移住を考えてもらうきっかけとなりま
した。参加者の 1 人は「津和野は空気が澄んでいて良い。
定住するかどうかはまだ、分からないがまた来たい。」と話
していました。

高津川流域材がグッドデザイン賞
財団法人日本産業デザイン振興会から優れたデザインのモ

ノに贈られる「2011 年度グッドデザイン賞」を㈲社平和木
工が受賞しました。受賞したのは、間伐などで出る杉の小径
木を活用した「柾

ま さ め

目」の模様を描いた素材。
同社は今春、流域の事業者と共同で地元産材の有効活用に

取り組む「高津川ウッディ・クラフト有限責任事業組合」を
設立、京都精華大学教授・井上斌策さんを招きデザインの指
導を受けながら製作しました。社長の洗川さんは「受賞を機
にブランド化を進めることで全国に通用する商品にし、林業
育成や流域の振興につなげていきたい。」と話していました。

練習の成果を見せるとき

清流のせせらぎを聞きながら

津和野夜神楽毎日公演

９月は町内の各小中学校で運動会が行なわれました。
各学校の会場では、集まった家族の応援の中、児童・生徒

たちは様々な種目で競い合い練習の成果を発揮していまし
た。

種目の中には、家族の方も参加する種目もあり、子どもた
ちに少しでも良いところをみせようと頑張る姿も見ることが
でき、時折、足がもつれて転びそうになりながらも楽しく一
緒に身体を動かしていました。

９月 17、18 日に道の駅シルクウェイ日原で高津川リバー
サイドバーベキューがありました。

このイベントを主催した津和野町エコツーリズム協議会
は、国土交通省が行なった平成 22 年水質調査で日本一に輝
いた清流・高津川の魅力を感じてもらおうとこのイベントを
企画しました。

両日とも雨模様の天気でしたが、集まった方はジャズ・ポッ
プ・バンド生演奏やカラオケ大会などを楽しみながら、和牛
の焼肉や鮎の塩焼きなど高津川流域に魅力がたくさん詰まっ
たバーベキューを楽しんでいました。

9 月は津和野の神楽がアツい！
津和野町民センターを主な会場に、9 月は毎日神楽公演が

行なわれていました。
毎晩、会場には多くの観客が訪れ、日替わりで町内の社中

が披露する見事な神楽に観客からは大きな拍手が送られてい
ました。

同じ演目でも社中によって微妙に異なるリズムなどの違い
を感じ取るのも神楽の通な楽しみ方かもしれません。公演を
終えた社中の方々も清々しい充実した笑顔を見せていまし
た。
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労働保険の加入手続きはおすみですか

島根県営住宅入居者募集のお知らせ

≪一人での労働者を雇用していれば労働保険に加入する必要があります≫
労働保険とは労災保険と雇用保険を総称したもので、政府が管掌する強制保険制度です

労働保険に関する事務手続等は、労働保険事務組合や社会保険労務士に委託することもできます。

どなたでも、事業主が労働保険の加入に必要な手続を行なっているか否かをインターネット上で確認できます。

詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。

厚生労働省トップページ	 「分野別の政策～雇用・労働～労働基準」

	 ⇒「施策情報～労働保険の適用・徴収」

	 ⇒「労働保険に関する総合情報はこちら」⇒「適用事業場検索」

お問合せ先：島根労働局 労働保険徴収室 TEL：0852-20-7010

お問合せ先：島根県住宅供給公社 益田住宅管理事務所 TEL：0856-31-1530

労働者の方が、業務中や通勤途上に事故にあった場合に、必要な保険

給付を行い、被災された方や遺族の方の生活を保護し、あわせて社会

復帰を促進する事業を行なうための制度です。

桂川団地（中座）及び青原団地（冨田）
戸数・間取り、その他の募集団地について
はお問合せください

労働者の方が失業した場合に、失業手当を給付したり再就職を促進す

る事業を行うための保険制度です。

また、事業主の方へは、失業の予防、雇用機会の増大、雇用の安定等

に係る各種助成基金制度が設けられています。

空き室住宅の入居者を募集します。

労災保険…

募集団地…
11月１日（火）から11月15日（火）
11月15日必着応募期間…
12月上旬抽選、12月下旬入居予定抽選・入居予定…

雇用保険…
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◆津和野共存病院（☎72-0660）
・月曜日 / 循環器内科（午前 / 第２・４月曜日）

整形外科（午後）

小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）

・火曜日 / 外科（午前）

・水曜日 / 小児科予防接種・乳児健診（午後 / 予約制）

・木曜日 / 外科（午前）耳鼻咽喉科（午後）

・金曜日 / 整形外科（午前 / 午後）

※内科 : 月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）

（日本神経学会専門医）初診の場合要予約

※小児科 : 予防接種・乳児検診は 13 時より開始です。

※耳鼻咽喉科 : 木曜日午後 2 時 15 分より開始です。

※整形外科：月曜日の診療は午後 1 時より開始です。

◆日原診療所（☎74-0121）
・月曜日 / 内科（午前 / 午後）

・火曜日 / 内科（午前 / 午後）

　外科（第 1・3・5 火曜日、8 時半～9 時半）

　※受付は 9 時まで

・水曜日 / 内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）

・木曜日 / 内科（午前）

・金曜日 / 内科（午前 / 午後）

・土曜日 / 内科（午前）　※第１･３･５

　　　　　泌尿器科（午前）第１･３･５

※泌尿器科の予約は 74－0121まで

※水曜日・土曜日は、午前のみです。

※診療日程は、変更する場合があります。

※ 10 月 29日泌尿器科は休診です。

◆和﨑医院（☎72-0025）
・水曜日/肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/予約制

※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行っています。

※循環器専門外来を行っています。

※リウマチ・膠原病専門外来を行っています。

※土曜日の午後は診療しています。

（14 時から17 時まで、ただし受付は 16 時 30 分まで）

※インフルエンザの予防接種の予約を受付けています。

◆つわぶき医院（☎72-3500）
・火曜日 / ペインクリニック15:00 ～ 18:00

・木曜日 / ペインクリニック9:00 ～ 12:30

※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご相談

ください。

※通常の診療も行います。

◎明るい生活相談所
11 月 4 日	（金）	山村開発センター	 9:30 ～ 14:30

11 月18日	（金）	山村開発センター	 9:30 ～ 14:30

問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 74-1617

◎心配ごと相談
11 月1日	（火）	 木部公民館	 9:00 ～ 11:30

11 月 4 日	（金）	 津和野町福祉センター	13:30 ～ 15:00

11 月10日	（木）	 畑迫公民館	 9:00 ～ 11:00

11 月11日	（金）	 津和野町福祉センター	10:00 ～ 12:00

11 月11日	（金）	 小川公民館	 13:30 ～ 15:30

11 月 25日	（金）	津和野町福祉センター	10:00 ～ 12:00

問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎無料人権相談
11 月 4 日	（金）	 山村開発センター	 9:30 ～ 14:30

11 月10日	（木）	 町民センター	 9:00 ～ 12:00

問 : 税務住民課☎ 74-0059

◎無料行政相談
11 月18日	（金）	山村開発センター	 9:30 ～ 14:30

11 月 25日	（金）	津和野町福祉センター	10:00 ～ 12:00

問 : 総務財政課☎ 74-0028

◎手話生活相談
11 月9日	 （水）	 役場本庁舎	 13:30 ～ 16:00

問 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0672

◎無料法律相談（要予約）
11 月 18 日（金）	 津和野町福祉センター	 13:00 ～16:00

問・予 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎健康相談
11 月14 日	（月）	山村開発センター	 13:30 ～ 15:30

11 月 28日	（月）	山村開発センター	 13:30 ～ 15:30

問 : 健康保険課☎ 72-0657

◎生活支援（精神障がい）相談（要予約）
毎日の生活の悩みをお気軽にお話しください。相談日程に

ついては、相談したい方と話し合って決定します。

まずは、お気軽にお問合せください。

問・予約 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0672

◎育児相談 ※各会場の子育て支援センターで行います
乳幼児の育児に関する相談、計測などを行います

11 月10日	（木）	 日原保育園	 10:30 ～ 11:30

11 月 29日	（火）	 直地児童館	 10:30 ～ 11:30	

問：健康保険課☎ 72-0657

医療 Medical Consultation Consultation Guide

○デイジー編集ボランティア養成講習会
録音図書の音声データをパソコンで編集し、視覚障がい
の方が利用するデイジー図書を作成します。受講料は無
料です。
対象：視覚障がい者の福祉に意欲がある 65 歳未満の方
で、現在パソコンを使用している方。また、講習会後に
継続して活動が続けれらる方
日付：12 月9、10、16、17日
ところ：いわみーる
申込・問：島根県西部視聴覚障害者情報センター

☎ 0855-24-9334 
締切：平成 23 年 12 月10日（当日も受け付けます）

○年末調整説明会のお知らせ
平成 23 年分の年末調整のしかた及び法定調書の提出方
法等について、下記のとおり説明会を開催いたします。
いずれか都合の良い時間帯にご出席ください。
混雑が予想されますので、できるだけ車でのご来場はご
遠慮ください。
日時：11 月18日 10:30 ～ 12:00　13:30 ～ 15:00
場所：島根県芸術文化センター「グラントワ」
問：益田税務署☎ 0856-22-0444

○就活ウィーク（11月）開催
来年 3 月大学等卒業予定者および大学等卒業後 3 年以
内の未就職者を対象に、セミナーや企業の採用担当者と
の就職面接会を５日間連続で開催します。
日時：11月14日～11月18日
場所：松江テルサ
問：ジョブカフェしまね☎ 0852-28-0694

◎断酒会（アルコールに関する相談）
11月9日	（水）	 津和野町民センター	 19:00 ～ 21:00

11月16日	（水）	 山村開発センター	 19:00 ～ 21:00

11月23日	（水）	 山村開発センター	 19:00 ～ 21:00

問：断酒会鹿足支部（中田至）☎ 090-9061-8012

◎乳児健診
11 月8日	（火）	 保健福祉センターやまびこ	 13：00～13：30
H23.1.11 ～ H23.7.8 生まれで、対象の方には通知します。
通知が来ない時は、お問い合わせください。上記の時間
内に受付をお済ませください。

問：健康保険課☎ 72-0657

◎幼児健診
11 月 22日（火）津和野町民センター　
１歳 6 ヶ月健診････H22.2.10 ～ H22.5.22 生まれの方

･ ･･･････････････13：00 ～ 13：15

２歳児健診･･･････H21.2.10 ～ H21.5.22 生まれの方

･ ･･･････････････13：30 ～ 13：45

３歳児健診･･･････H20.2.10 ～ H20.5.22 生まれの方

･ ･･･････････････14：00 ～ 14：15

対象の方には通知します。通知が無い場合は、ご連絡く

ださい。上記の時間内に受付をお済ませください

相談 相談 ご案内

日原図書館の新刊図書
□「刑事のまなざし」	 薬丸　岳･････････講談社
□「天魔ゆく空」	 真保裕一･････････講談社
□「リンゴの絆」	 木村秋則･･･主婦と生活社
□「人質の朗読会」	 小川洋子･････中央公論社
□「フライドポテトと戦闘機」	 円道まさみ･新日本出版社

津和野図書館の新刊図書 11 月 30 日は休館です
□『マスカレード・ホテル』	 東野圭吾･････････集英社
□『異境』	 堂場舜一･････････小学館
□『コクリコ坂から』	 宮崎駿･･･････････徳間社
□『型いらず、手間いらずのちょこっとおやつ』
	 浜内千波･････日本文芸社
□『つきよはうれしい』	 あまんきみこ･･･文研出版

Books図書館だより

＊『新・手話教室 入門』より転載
＊発行：財団法人全日本ろうあ連盟発行 ☎ 03-3268-8847

―難聴の人の「音声」の聞こえ方 ―
感音性難聴について

・か行・さ行・た行等の音声が聞き取れない。

・騒音があると音がぼやけてしまう。

・反響のある所では音がゆがんでしまう。

・聞こえた音のイメージから類推して判断する。

上記のような特徴があり補聴器はあまり有効ではありません。

（参考：「補聴器活用ガイド」コレール社）

Sign language手話コミュニケーション

今月の手話
『よろしくおねがいします』
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問合せ先：森鷗外生誕 150 周年記念事業実行委員会
事務局（電話：72-3131）

鷗外ゆかりの名作アニメと「高瀬舟」を映画
でお楽しみください。入場は無料です。

上映時間
10:00 ～ 11:23 アニメ　11:45 ～ 12:30 高瀬舟
13:30 ～ 14:53 アニメ　15:15 ～ 16:00 高瀬舟

「津和野町民センター」(木・祝）
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この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたします。

「まずは、お気軽に、ご相談から」
鹿足郡津和野町日原 171番地２
司 法 書 士・ 行 政 書 士
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典　 事 務 所
電話兼 FAX ０８５６（７４）１５３８
登 録 番 号　 島 根 323 号


